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｢しんかい2000｣ による日向灘中部大陸棚斜面域の底生生物生態調査
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19851117 月26 日1£｡ 潜 水祠ｉ 飴ｒしんかい2000j lr 掲乗し，日向淵中部の大陸

靆劃ｉ 域，水深180 加～2 嵋6ｓ の海域を約85am 航走 Ｌ．主としてｉ キノアカスジ

ェピの生態と厩生生勧の生且状況。海匠地形を観察した。

ｕ】 観察し掎た生物は魚節12 種 ，甲驫黷５毬，軟体動物３瞳，腔腸鋤勧６種，

僻皮男勧５種であった。

121 オキノアカスジェピは20 尾から百戡十尾からなる群れを３回観察し，この

群れはいずれもイソギｙチャクのそばに生息していたことから，オキソスジェビと

イソギンチャク|ご何らの関係があるものと想定された。

口］ 観察した魚類の内，巣穴と恩われる穴をII圖 していたものは，４タチウオ，

マダイ，無足瑣C 種不明）であった。淘底･て羞底していた魚類は，スミク４ウオ，

アオメエソ。アヤメカサゴ，カサゴ類，フサフンコウ，４ナカヌメリであ った。

441 当 海 域の底町は攸泥賀状の堆ｌ 飭でおおわれ，平坦ではあるが，すりば

ち状の窪地及び波状の起伏の列が観察された。

Ecology  of  Deepsea  Pishes  and  Benlhic  Organisms  on

Con  tin en ial Shelf  off the M  iddJe Part o f H YUGAN  AD  A

Toshio Kurita*2

The  survey was  carried out from  ihe deep  sea submersible, SHINKAl

2000.  The  continental shelf off HYUGANADA  was  obseived at 246*280  m

in  depth  over a distanse of 850 m  on July 26,1985.

The  main  purpose  of  ihe survey was  to observe the ecology of  deepsea

shrimp,  Plesionika grandis {DOFLEIN),  ihe behavior  of benthic organisms,

and  the topography  of the sea bottom.

(1) Twelve  species of  deepsea fishes, 5 species of  Crustacea, 3 species of

Mojiusca, 6 species of Coelenterata, and 5 species of Echinodermata  were

observed.

(2) Deepsea  shnmps,  Plesionika grandis (DOFLEN)  were  observed  three

times  in groups  of tweniie and hundreds. They  were found  in proximity

to  sea anemones  (unremitted  species), and (hey are therefore thought io
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be ecologically related to sea-anemones.

(3) Ａｍｏｎｇ the de 叩sea fishes observed, ba･bed biotula, 0phidiidae sp,

b 】anquillo, B【anchiostegidae sp. ａｎｄ Apodes sp ( ｕnidenljfied species)

used holes as their  nests and blackmonth cardinal･fish ，Sy ｎａｇrops

japonic ｕs( ＳＴＥＩＮＤＡＣＨＮＥＲ ＥＴ DODE ＲＬＥＩＮ)，red lizard 6sh ，

Chloroptht ｈａ】xmis albatrossis (jORI) ＡＮ ｅt ＳＴＡＲＩ(S)，yelloｗbarred red

rock　fish,  Sebastiscus　albofa ｓciatｕs( ＬＡＣＥＰＥＤＡ)，s ｃｏrpionrishes

(Ｓｃｏrｐａｎｅｎｉｄａｅ)，sｅａ toads  (Chaunacidea), gafftopsail dragout, ａｎｄ

Diaconetta xenica JORDAN ｅｌ FOWLER ｊｎｈａｂｉｋｄ ｏｎ the seabottom

ｓ】｢face.

(４)Thelop 【】g咄phy of the sea bottom consisted of  muddy sedinlent. There

were
 potholes and wave like indentations in the surface.

1. はじめに

宮 崎県日向灘大陸斜面域では，小 型漁船により

底魚。エピ額を対象とした延縄漁業。 深海庭曳網

齒業が行な われている。これらの 漁業は大陸麒斜

面域の梅底状況について関心が多いものの，海底

を直接観察することは出 来なかりた。

今回，「 しんかい200 」に乗船の機会を得たので

|ﾖ向灘中部大陸斜面域の底生生物の生態，向底地

形を観 察することを目的 とし，調査した。

なお， 今回の梅底観察の機会を瑣いたことを始

め，いろいろお|旦話を頂いた海洋科学技術センタ

ーの竹様に心から感謝を申し上げます。

2. 方　法

凋査海域は一ッ瀬河口 沖合の水深250 m から

180m の大陸棚斜而域で，この海域はアカムッを

主体とした深海底延縄の好漁業である。

ＢＴ による水温垂直断而図を図 一３に示した。

3. 結　 果

山　 海底地形及び底質

海底の傾斜は10 ／1,000 のご く ゆるい勾配 であ

った。

底質 及び 地形は，水 深約200m 以 深と以浅では

若干 異なり，水深200  m以深では軟泥質状を 呈し

海底而にはII‘ll径約100 ～150 m の すり ばち状 の窪

地， 及び波 状の 起伏 の 列など がみられ た。 水深

200 m 以浅では海底がよく しまった砂混り泥で凹

凸の変 化はなく平坦であった。 調査した当海峨で

は露出 岩等は全く 見当らなかった。

潜航時 の 筋底の 水 温は12 ～13 ℃ であった。 海

底での 流向，流速は300 方゙向，0.2 ノットであっ

た。

（2） 生　 物

観察し得た生物 は魚 類12 種，甲殻 類５和， 軟

体 動物３種，腔腸 動物６種， 棘皮動物５種であっ

た。これらの生物の椰定体長，尼数， 生息状況に

つ いて表 －１に示 した。

魚飢について 観察しえた 状況から巣穴と思われ

る穴に 入り 頭部だけ 小没 させたり，巣穴の 川辺 及

び巣穴に出入り してい るの を観察した魚類は， イ

タチウオ。 アマダ イ， 無足飢（柿 不明 ）であっすこ。

JAMSTECTR deepsea RESEARCH　f1986 ）

調査は 海洋科学技術 センターの潜水調査船 ｒ廴

んかい2000JR: より， 大陸側斜而 の海底を深劉

から浅部に向 って航走しそのlll］，「1視化:より観菊

を行った。 また，ｉ 餌への生物の蝟集状況を観菊

するため 冷凍サバと冷凍ア ミを 一一辺30 ㎝ の 三戸

形の網箭に入れて蝟集状況を観察した。

潜航位・ 図，航跡図をfall.  2 に 示し た。 水芯

の測定は 母船「なつし ま」に1『iえたＢＴｓこよった，
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図 一１　 潜航位置図

Location ｏｆ the diving pom  l.

淘咳Sこ着底している状態で観察した魚類は，ス

ミク４ ウオ，アオメエソ。 カサゴ 頡， フサアンコ

ウ｡･1 ナカヌメり等であった。

エ４， ナガコメ タチモドキは海底から１～２ｍ

の 所で 親察された。

軟休 動物では４力垣２和， タコ釦Ｉ 種を覩察し

た。 ケンサキイカと思 われ る Ｍ～ 】５尾の 小 群が

海底より約５ ｍの1qiを遊詠してい るの を観察した。

ヒメコウイカSP は 肴底してい るの を1 11!観察し

た。 タコ類は ミズ ダコが｜ 』･6， ヽ|偖!な海底上に着

底しているのを観察した。

JAMSTECTR　DEEPSEA RESEARCH　(1986)

11j迦 譱は エビ 類 １極． ガニ顛 ２和． ヤド カ リ類

１種を 観察 し た． エ ビ 矧は 写１ １に 示 すよ うに，

陣 劃を 縦 走す る４条 の|ﾘ=j暸 な 赤 色条 が 見ら れ るこ

と， ま た， ４ 条の明 瞭 な赤 色条111 こ存 在す る口 色

1;;が． 特に． 背 側 から 第 １条． 第 ２条 の赤 色条 間

９ 白 色 帯が 薄い こ とか ら， 通山 ら が報 告 し たオ キ

ノフ カ スジニg:ビPlesionika g ｒandis（ＤＯＦＬＥＬＮ）

と 査定 し た．

こ の オ キノフ カ ス ジェビ の.群れ は， 今回 の調 査

で20 数lll か ら 百I･ 数 尼 か ら な る畔 を ３群観 察 し

た． こ の 群れ は，３群 と も イソ ギ ンチ ャク（ ２種.
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図一２　第２回潜航航跡図

Wakes of  "SHINKAI 2000 ”
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図一３　搬航海域のＢＴによる水温垂直断面図

Vertical distribution ｏｆ ｗａteｒ temparture at diving point.
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稲不明）のそばに生息していた。オキノアカスジ

ェビの生息状況は，尾扇を海底面に若地させ，体

は海底面より約45 °の姿勢で歩脚を海底面に着地

させていた。移動する時は，同じ姿勢で尾扇をや

や持ちあげ，歩脚のみを使用していた。このオキ

ノアカスジェピは「しんかい2000 」が近寄･つても

逸散することはなく，イソギンチャクのすぐ近く

の窪地に寄り渠る動きを示した。群れの数が最も

表 －１　 観察した生物の種 類， 尾数，推定体長

Observed species,  number,  estimate

total length of benthic oganisms*

JAMSTECTR　 ＤＥＥＰＳＥＡ ＲＥＳＥＡＲＣＨ （1986 ） 16 1

tQtajlengthQlben し叭cQgamsms･

秡　　 名

Specls

目 視 尾 数
Ｏ臨erb 畄

nUmber

推 足 体 長

Estimate
toは口 朝鮮h

価　　 考

Remark

魚

碩

PISCES

ェィ類

RaJ 汀OrmerS

ス ミクィ ウ オ

Sygαgﾌﾛ♪ぶ戸'Pom  cas

(ＳＴＥＩＮＤＡＣＨＮＥＲ

缸 ＤＯＤＥＲＬｊＮ)

フ オメェ ソ

C4 昂rμr 加 柚 心 μ& かra ふ･ｊ

(ＪＯＲＤＡＮｅｔＳＴＡＲＫＳ)

カサゴ矧 のｌ種

Sc心rpQenldae sp

ュ メカサゴ

Helicolenus  htlgetdorfi

(ＳＴＥＩＮＤＡＣＨＮＥＲ ｅｔ
ＤＯＤＥＲＬＥＩＮ)

ナカュメタチモドキ

As  surger anxac

(ＡＬ£ＸＡＮＤＥＲ)

ィ タチ ウオのｌ 和

Ophldldae sp

フ サアンコ ウの １腫

Chauna χ sp

ィ ナカヌノリ

ﾛ分配∂ημしg ぶ脚ｃα

(ＪＯＲＤＡＮ ｅｔ ＦＯＷＬＥＲ)

皿足 順の Ｌ狸

Apo ＆s sp

アマダイの １種

Branc]liQs 詒gld心 印

トラキ ス科の １価

Mug1101dldae sp

１

３０

３０

１

２

１

８

４

１

３

３

８

2m

lO ～15 ㎝

10 ～15

20～30

30～40

30～40

20～50

10～よ5

20～30

60 ～70

30 ～35

10 ～15

海犀上

near 小eS 站bottQm

海 底

Surfa 卵ofs 畭bQt 匐ｍ

海 底

Suda 帥ofseabottom

海 底

8ur 鳬CeQfseabottQm

廊 底

SurfaQeQfseabottom

沌底上

Sur皀Ceorseab 叭tQm

巣 穴

nesthO 扣

而底上

SurhceofseabQttQln

海 底

SurCaCeor 恥ab 吋tom

梁 穴

11est ］101Q

梁 穴

n鴎thQk

而 底

Sura ㎝Qfsea bottQm
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uorotosepion

ROCHEBRUNE

ヒメコ ウイカの １種

’／ ／ Ｉｘ ″ｒ ’| ｙＪ

uoryt evthis kensoki

(WAKIYA  et ISHIKAWA)

海 底

，群 となり 海 底上より

ｈｌ 付近遊泳

|一腕 目

八 腕 目

長 尼 順

短 足 類

児 尾 順

腔 腸 動 物

空 腸 動 物

-

ミズダコ

オキノアカス ジェピ

ア カ サ エ ピ

腫不明 １種

種不明１種

l不明 １栩

４． き　　マ こ　yf丶 ・ ＆f1

ｔ ト ヒメ ノハ ナガ サ

イソギンチ ャク　種不|ﾘj

‾ ‾ ‾ζ冫W ㎜- 四-WW ㎜･i ’

ト サ カ 熕　 捕 不 明

４　 底

O～11011!の群れ３肘

μこ穴2 1ti

・ソギンチャクに共!j

汕i　li ｙ

海　 叭

海　底

|海 底

#≫ life

Specis Remark
Dbserbed

lumber

stimate

>tal lengt

buriace  oi  sea  bottom

3  SV 1)111 U lllg Willi  JVIIVU1

at  distolce  of  five

meters  from  sea

bottom

Octopoda

Decapod?

Pcroctopus doflini

dofleim (WJLKER)

fcunace  01  sea  oouom

PUsi  oni ka grardi

(DOFLWIN)

ihrce  schools

riesl holeNsphrops  japomcus

T  A PP A RO NE-CAN  EFRI

Unidentified  species

Unidentified  species

Pennaiolacoa  hp

XNSLliNTERAT,

COELENTBRATA Oorgorificea sp

Acliniarirt sr>p

Mcvonacea so Sn nf  caa  lv＼l 1 n rTk I

sunace  01  sea  bottom

iJUJICIVA.  <" I

Surl'&ice of sea boilum

Surface of sea boilom

Living together with
sea anemone

ADrocked  to the bails

ヤギ簸　和不明

Macyura

BrachyurA

Anomura



多い百数十尼からなる オキ ノアカスジェ ピの 群れ

の状況は，比較的体長が小さいのがイソギンチ ャ

クのそばに，比較的体長が 大きいものが噸次離れ

て約３ｓ程度 の距離内 に 群れを作っていた。「し

んかい2000 」が近寄 って もやはり退 散すること

はなく，終始群れの行動を 観察することが出来た。

比較的体 長が人きいオキノアカス ジェピが２尾，

「しんかい2000 」のマニピ。レ ーダーに持ち込ん

だ置餌に近寄り，冷凍フ ミより も冷凍 サバを入れ

た三角簷の網地の外か ら冷凍サパを捕食するよ う

なしぐさを行った。 また。 オキノフ カスジェ ビの

群れから4 ～5 mllj 離をおいた』衵こ４ タチ ウオが

一足巣穴から頭部を出没させていた。 この イタチ

ウオの巣穴にやはり比 較的 体長が人きいオキノア

カス ジェピが21（s生息していた。 イタチウオは オ

キノフ カスジェビＲ二対して 何んらの反応を見せず，

オキノア カスジェ ビも逃避す るようすもなかった。

--･方， ス ミクイウオＩＭ がオキノアカスジェビの

群れ より 約10  m の 距 離の付近に 群れの 方向

に頭 部を向け海底に 着底して いた。 オキノア カス

ジヱビの群れを３群観察し， ３群とも４ソギ ンチ

ャクの倡|】で観 察することが出 粢たことから。 オキ

ノア カスジェ ピと イソギ ンチャクに何らかの関係

があ るのでは ないかと思 われた。 オキノアカス ジ

ェ ピは観察時の流れＲ:対 しての姿勢の収り方は。

はっきり しなかった。

アカザエビは果穴に頭 部を出している状態の も

の ２尼， 巣穴付近を匍匐していたもの １尾， 実験

Ｒ:供 したi゙ 1餌に寄ろうとしたものlj=1 ， 計 利6 餃

察し た。 置餌に寄って米たアカザエビは，行 弃を

埓泥管にはばまれち1，う らよしていたがその内.

JAMSTECTR ＤＥＥＰＳＥＡ ＲＥＳＥＡＲＣＨ （19861

埒泥菅の下方1こ二いたカ ンムリヒ|･デの触手に アカ

ザエビの歩脚が触れ， カンムリヒトデの触手はア

カザエビの歩脚を取りこ もうとした。 数秒の引 き

合いの後。アカザエビ の方 が強く歩脚は カンムリ

ヒトデの触手から離れた。以 後，フ カザエピはそ

の場を去り再び現 われることはなかった。アカザ

エビは臭いにより 卮餌に近づいたものの。埒泥管。

カンムリヒトデを全く感知していないようであっ

た。

そ の他の生物では， 腔膃動物５種類，棘皮動物

５邨類を観察した。特に カンムリヒトデは 潜航中

終始観察され。当海域で の底 生生物の俊先種と思

われた。 乂。 オ キノアカスジェビの群れのそばに

いたイソ ギンチ ャクは ２種類であったがいずれも

種の査定は出来なかった。 内， １種類は，カ クレ

エビの類が2 ～3R 寄生し， 乂，極不明のガニ顛

が1 111寄生していた。 他方のイソギンチ ャクには

寄生した生物は観察しなかった。

霞鯒に蝟 集した生 物はガニ顫，アカザエビ， オ

キ ノア カスジェ ビ， エ イ類（和 不明 ）であっ た。

il 餌翦にまで寄 ったガニ類。 オキノアカスジェ ピ

は冷 凍サバが入 。た方に集ま り紬食しようとした。

4. まとめ

１）観察された魚類の内。 巣穴と思われる穴を

Iljlljしていた魚髫iは。 イタチウ オ瑣。アマダイ類，

無足類であった。海1戉に 着底 していた ものに スミ

フ イウ オ。アヤメカサゴ，カサゴ頬，フ サア ンコ

ウ，･1 ナカヌメ リであった。 また ナガコメタチモ

ド キは沌底よりｌ ｍ付近を 霆泳し。 エイ頸は ｀･し

んかい2000 ”の近くを遊泳 していた。

1６

稙　　　　　名 推定体

長

目視尾数

カン ムリ ヒト デ

|ヒトデ　種不明　２柘

|ナマコ類　極不明　２和

海　底

海　底

M  IS

Corcnast  er volsellatits

(SLADAN)

Asteroidea spp

Holothuroidae spp

Surface of sea bottom

Surface of sea bottom

Surface of sea bottom

Estimate
total length

s-i
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２） オキノアカスジェ ビが20 尾か ら百 数十尾

からなる群れを作っているのを３回観察出 来た。

この群れはいずれもイソギンチ ャクの そばであ っ

たことから， オキノアカス ジェ ピとイソギンチ ャ

クに共生等の 何らかの関係があるので はないかと

考え られる。

３）調査海域の底質は軟泥 質状の堆積物にお ヽゝ

われ，平 坦ではあるが，すりばち状の窪地及び彼

状の 起伏の列が観察された。

４）ケ冫／サキイカと思われる小群が海底より５
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ｍ付近を遊泳するのを観察した。

５）本調査で特にアカ ムツの観察を狙ったが，

１尾 も見ることが出 来な かった。
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写真1. オ キノ フカ ス ジェ ビ の群 れ とイ ソギ ンチ ャク とヒトデ

School of plesionika ｇｒandis（ＤＯＦＬＥＮ）ａｎｄ sea anemone ａｎｄ

Asteroidea.
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